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                 会 議 録 

 

1 会議名 

令和 5年度 第 7回春日区地域協議会 

2 議題（公開・非公開の別） 

(1) 諮問事項（公開） 

  ・上越市春日山ペタンク場の廃止について 

（2） 自主的審議事項（公開） 

・春日山城跡の観光振興策について 

3 開催日時 

令和 5年 10 月 17 日（火）午後 6時 30 分から午後 7時 30 分まで 

4 開催場所 

上越市市民プラザ 第 2会議室 

5 傍聴人の数 

1 人 

6 非公開の理由 

なし 

7 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委 員：市川 優、岡本重孝、白濱昭博、田中裕子（副会長）、谷 健一、 

藤田晴子、丸山佳子、山田 孝、吉田 実（副会長）、吉田義昭、（欠席 7名） 

・スポーツ推進課：吉田課長、板垣係長、樋口主事 

・事務局：中部まちづくりセンター 小林所長、井守副所長、渡邉係長、山﨑主事 

8 発言の内容（要旨） 

【渡邉係長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 2 項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 1 項の規定により、会長が議長を務め

ることになるが、会長不在のため、吉田副会長が議長を務めることを報告 

【吉田副会長】 
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・会議録の確認：山田委員に依頼 

次第 3 議題「（1）諮問事項」の「上越市春日山ペタンク場の廃止について」に入る。

事務局の説明を求める。 

【渡邉係長】 

諮問事項とは、春日区の住民生活への支障の有無について諮るものである。本日は、

上越市春日山ペタンク場の廃止について諮問がある。審議は、担当課からの説明の後、

質疑、意見を伺うという形で進める。答申は、住民生活への支障の有無について、いず

れかを挙手で決定する。なお、答申に附帯意見を付ける場合は、正副会長と事務局で文

言整理を行うこととし、委員の皆さんへは後日報告する。 

それでは、諮問の内容について、担当課のスポーツ推進課から説明する。 

【スポーツ推進課 吉田課長】 

・資料№1に基づき説明 

【吉田副会長】 

ただ今の説明について、質問を求める。 

【吉田義昭委員】 

平成 17 年にペタンク場を設置した経緯を教えてほしい。 

【スポーツ推進課 吉田課長】 

当時、上越市内のペタンクの団体は、高田地区に 1 つ、直江津地区に 2 つ、春日地区

に 1 つの計 4 団体であったが、現在は高田地区と直江津地区の 2 団体だけになり、春日

地区には無い。競技人口も 80 人程いたが、その後新規の入会が少なく、現在は半数程度

の 35 人程である。市としても春日山ペタンク場の利用を推進したが、団体としては高田

と直江津の広場で十分とのことである。 

【山田委員】 

高田と直江津の広場はどこにあるのか。 

【スポーツ推進課 吉田課長】 

直江津はカルチャーセンター前の広場、高田は高田城址公園の第 3 テニスコートの管

理棟裏の広場であり、そこを拠点にそれぞれ活動している。 

【谷委員】 

この跡地の利用について具体的な案があるか。 

【吉田副会長】 
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施設の廃止について諮問されているので、今の質問は却下する。 

次に意見を求める。 

【谷委員】 

春日山ペタンク場は、埋蔵文化財センターの横、春日山の麓でもあり非常によい場所

にある。市として、ここを観光面で有効に使う方策、何か具体案はあるのか。 

【スポーツ推進課 吉田課長】 

スポーツ推進課では、様々なスポーツ団体と話をしたが、利用の予定は無いとのこと

であった。当課としては使わないため廃止し、土地の所管課である文化行政課に戻す。 

皆さんの関心が高いであろう管理の状況については、スポーツ施設としてこれまでは

当課で草刈りを行っていたが、今後は文化行政課で行うことになる。 

今後の利用については市全体の中で考えていく。 

【吉田副会長】 

跡地の利用に関しては、市に答申する段階で附帯意見を付けるか確認する。 

【渡邉係長】 

次の活用を前提とした用途廃止の諮問ではない。今回の諮問はペタンク場としての廃

止についてであり、用途廃止が決まらなければ次の活用の話には進めない。 

【井守副所長】 

附帯意見については、例えば、施設の利用者に不便の無いように配慮してほしいとい

うようなものが想定される。 

【吉田副会長】 

まずは、春日区の住民にとってこの廃止が問題ないかどうかを確認する。その上で何

か意見があれば、それをまとめて答申に加える。 

他に意見はないか。 

（発言無し） 

他に意見が無いようなので、答申について採決を行う。春日区の住民生活への支障無

しとすることに賛成の委員は、挙手願う。 

（全員挙手） 

全会一致で「住民生活への支障無し」と答申することに決定した。 

次に附帯意見について確認する。附帯意見無しとすることに賛成の委員は、挙手願う。 

（全員挙手） 
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全会一致で附帯意見無しであることを確認した。 

以上で次第 3 議題「（1）諮問事項」の「上越市春日山ペタンク場の廃止について」を

終了する。 

（スポーツ推進課退席） 

次に次第 3 議題「（2）自主的審議事項」の「春日山城跡の観光振興策について」に入

る。 

・「4 春日山周辺に賑わいを招く『春日山楽市楽座』」について説明 

ただ今の説明について、質問、意見を求める。 

【谷委員】 

上越商工会議所青年部で開催している「きき酒マラソン」は何年も続いている。お金

をかけないと言っても、多少なりともかけていかないと、ゼロではできない。イベント

を支援する気持ちも必要。今、春日山を取り巻くイベントは他にはない。こういうもの

をいかすという地域の理解がないと、なかなかイベントは育たない。結構人気もあるが、

一番足りないのは地元の理解。沿道で応援する人の姿をほとんど見ない。地域に周知し、

沿道での応援を呼びかけないといけない。一人でも多くの人が応援してくれれば、ラン

ナーは喜ぶ。地域も盛り上がる。ただ、遠方からの参加者が多く、上越市民は少ない。

今年は募集定員の 500 人が埋まった。遠方からの人たちが自分の地元に戻り、上越市の

ＰＲをしてくれるので、上越市としてもっとＰＲをして欲しいし、地域でも盛り上げて

もらいたい。 

【吉田副会長】 

他に意見はないか。 

（発言無し） 

意見が無いようなので、次に移る。 

・「5 『春日山城』、『上杉謙信』にちなんだ銘菓、特産品の開発」について説明 

ただ今の説明について、質問、意見を求める。 

【吉田義昭委員】 

土産にするなら賞味期間を考えなければならない。2、3 日で食べなければいけない土

産では売れない。餅などはしばらくすると固くなる。10 日ぐらい置いても固くならない

技術があれば良いと思う。 

【吉田副会長】 
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そこは作る方のノウハウで固くならない製造法があると思う。他にも春日山、謙信公

などにちなんだ名産品を開発したらどうかというのがここでの提案である。 

3 期目の地域協議会の観光分科会では、青苧をかまぼこに練り込んだ試作品を作った。

その時のメンバーはこの中にいるか。 

【藤田委員】 

それなりの味はしたが、販売まで進まなかった。 

【吉田副会長】 

過去に、春日区の地域活動支援事業で青苧の活用を提案した団体が、栄養成分を調査

したり、他の地域に勉強に行ったりして青苧の研究を行っていた。かまぼこにしたのは 3

期目の観光分科会だが、それほど特徴がなかったと考えられる。 

他に意見はないか。 

（発言無し） 

意見が無いようなので、次に移る。 

・「6 謙信公を題材にした『歌曲』や『演舞』、『紙芝居』などの芸術を創出し上越市

を文化・芸術都市に」について説明 

ただ今の説明について、質問、意見を求める。 

（発言無し） 

意見が無いようなので、意見書（案）の全体について、質問、意見を求める。 

（発言無し） 

意見が無いようなので、次に「春日地区町内会長連絡協議会と春日区地域協議会の三

役意見交換会」の実施結果について、事務局の報告を求める。 

【渡邉係長】 

9 月 22 日に春日地区町内会長連絡協議会と春日区地域協議会の三役意見交換会を開催

した。昨年度は、町内会長連絡協議会への依頼事項など、地域協議会からの意見が中心

だったが、今年度は、町内会長連絡協議会から意見を伺い、必要に応じて今後全体会を

開催することとした。 

まず、地域協議会の自主的審議の状況について、一年間の活動経過の概要を太田会長

が説明した。作成中の観光の意見書について、この段階で地域（町内会）から意見をい

ただきたいため、吉田副会長が詳細を説明した。その後、町内会長連絡協議会から意見

をいただいた。観光について、町内会長からは、ここまで踏み込んだ意見をまとめたの
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は初めてだ、新たに気付かされたこともあるとの意見をいただいた。また、春日山城跡

保存整備促進協議会の立場としての意見もいただいた。 

安全・安心について、防災士会春日支部の立場としての意見を確認した。 

福祉について、地域協議会から春日地区町内会長連絡協議会の中で組織化してほしい

との声があったことに対し、町内会長からは、協議会全体の案件として話し合うレベル

ではないが、来年度以降は春日地区町内会長連絡協議会も「後援」として名を連ねたい

と考えているとの意見をいただいた。また、いきいき春日野ふれあいコンサート実行委

員側の立場としてもご意見をいただいた。 

町内会から地域協議会への意見聴取では、春日野地内の市道歩道にある街路樹（けや

き）のせいで冬期は歩道を通れないと住民から苦情が寄せられることがあるため、地域

協議会がバックアップしてアクションを起こしてほしいとのことであった。 

なお、この意見交換会の内容について、町内会長連絡協議会からも話を持ち帰ってい

ただいたが、今のところ、全体会の開催の必要は無いとの話を聞いている。今後、意見

があれば、随時事務局に寄せていただくよう依頼した。 

【吉田副会長】 

ただ今の説明について、質問、意見を求める。 

（発言無し） 

意見が無いようなので、次第 3 議題「（2）自主的審議事項」の「春日山城跡の観光振

興策について」を終了する。 

次に次第 3 議題「（3）その他」に入る。 

その他、何かあるか。 

（発言無し） 

意見が無いようなので、次第 3 議題「（3）その他」を終了する。 

次に、次第 4その他の「（1）次回開催日の確認」に入る。事務局の説明を求める。 

【渡邉係長】 

・次回の協議会について説明 

   ― 日程調整 ― 

・次回の地域協議会：11 月 21 日（火）午後 6時 30 分から 上越市市民プラザ（予定） 

・内容：（自主的審議事項）春日山城跡の観光振興策について 

【吉田副会長】 
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以上で次第 4その他の「（1）次回開催日の確認」を終了する。 

次に、次第 4その他の「（2）その他」に入る。 

その他、何かあるか。 

（発言なし） 

・会議の閉会を宣言 

9 問合せ先 

総合政策部 地域政策課 中部まちづくりセンター 

    TEL：025-526-1690 

E-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


